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橿
原
高
等
学
校
創
立
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、ひ
と
え
に
学
校
関
係
者
、地
域
の
方
々

の
ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
３
月
１
日
、
第
47
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
橿
原
高
校
を
卒
業
さ
れ
た
３
１
５
名
の

皆
様
に
は
橿
友
会
へ
の
入
会
を
心
よ
り
歓
迎
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
、
様
々
な
制
約
の
中
で
の
式
典
で
し
た
が
、
本

年
は
保
護
者
の
人
数
制
限
も
無
く
大
き
な
声
で
校

歌
を
歌
う
こ
と
が
で
き
、
私
も
壇
上
で
祝
辞
を
申

し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
は
終
始

厳
か
に
行
わ
れ
橿
高
ら
し
い
立
派
な
卒
業
式
で
あ

り
ま
し
た
。
退
場
前
、
私
の
目
の
前
に
座
っ
て
い

た
男
子
生
徒
が
胸
を
張
り
正
面
を
見
つ
め
な
が
ら

ぼ
ろ
ぼ
ろ
涙
を
流
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
て
の
卒
業
式
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
卒
業
し
た
ば
か
り
の
世
代
の
方
々

や
普
段
は
母
校
を
訪
れ
る
機
会
の
少
な
い
遠
方
の

方
々
に
も
母
校
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

　

結
び
に
、
昨
年
よ
り
学
校
と
P
T
A
、
橿
友
会

が
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
創
立
50
周
年
記
念
事
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
母
校
の
充
実
・
発
展
に
寄

与
で
き
る
よ
う
な
周
年
事
業
に
す
る
た
め
皆
様
の

更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
母
校
と
橿
友
会
の
一
層
の
発

展
と
会
員
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
を
迎
え
、
橿
友
会
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
こ
の
度
、
奈
良
県
立
橿
原
高
等
学

校
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
山
内
で
ご
ざ
い
ま

す
。着
任
以
来
、職
責
の
重
さ
を
感
じ
つ
つ
、毎
日
、

校
訓
「
克
己
」
の
碑
に
励
ま
さ
れ
、
日
々
気
持
ち

を
新
た
に
職
務
の
全
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
、
様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
春
も
3
2
0
名
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
入
生
を

迎
え
、
校
内
は
、
生
徒
た
ち
の
笑
顔
と
活
気
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
節
目
と
な
る
50
回
目
を
迎
え

た
本
年
度
の
入
学
式
に
お
い
て
、私
は
新
入
生
に
、

本
校
の
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
と
に
、
次
の

2
つ
の
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
物
事

を
多
角
的
に
見
る
力
と
多
様
性
を
理
解
す
る
力
を

磨
く
」
こ
と
、
そ
し
て
「
主
体
的
か
つ
協
働
的
に

解
決
す
る
能
力
を
身
に
付
け
る
」
こ
と
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
高
校
生
に
は
、
単
な
る

知
識
な
ど
の
狭
義
の
学
力
で
は
な
く
、
幅
広
い
見

方
や
考
え
方
、
そ
し
て
柔
軟
な
感
性
、
さ
ら
に
は
、

様
々
な
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
当
事
者
意

識
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
本
人
を
支
え
て
い
く

で
あ
ろ
う
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
教
育
活
動
を
通
し

て
、
生
徒
に
こ
れ
ら
の
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
教
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
本
校
創
立
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
ず
も
っ
て
、
会
長
様
、

副
会
長
様
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
は
、
記
念
事

業
に
関
し
て
様
々
な
ご
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
節
目
を
、
橿
友
会
会
員
の
皆
様
と
と

も
に
、
そ
し
て
、
全
校
生
徒
と
と
も
に
、
本
校
の

半
世
紀
の
歩
み
に
思
い
を
は
せ
、
築
か
れ
た
伝
統

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、次
の
50
年
に
向
か
っ
て「
若

雉
子
」
の
ご
と
く
羽
ば
た
く
。
そ
の
よ
う
な
機
会

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
は
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○ 今年度も「橿友」を発行することが出来ました。
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橿
原
高
校
34
期
生
の
片
岡
利
允
で
す
。

創
立
50
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

節
目
と
い
う
も
の
は
嬉
し
い
も
の
で
す

ね
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
節
目
に
、
こ
う

し
て
卒
業
生
の
ひ
と
り
と
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
現
在
、
長
野
県
軽
井
沢
町
に
住

ん
で
お
り
、
主
に
、
私
立
の
幼
小
中
混
在

校
「
学
校
法
人
軽
井
沢
風
越
学
園
」
で
子

ど
も
た
ち
に
関
わ
り
な
が
ら
、
そ
の
他
、

N
P
O
授
業
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
理

事
や
フ
リ
ー
で
教
育
に
関
わ
る
様
々
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
橿
原
高
校
卒
業
後
に

畿
央
大
学
教
育
学
部
へ
進
学
し
、
奈
良
県

公
立
小
学
校
で
新
卒
か
ら
4
年
勤
め
た
の

ち
、
ご
縁
が
あ
っ
て
「
一
緒
に
学
校
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
お
誘
い
が
あ
り
、

設
立
準
備
か
ら
風
越
学
園
に
関
わ
っ
て
5

年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
に
か
よ
い
、
学
校
で
は
た
ら
き
、

学
校
を
つ
く
る
。

　

私
の
こ
こ
ま
で
の
人
生
は
、「
学
校
」
と

と
も
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
も
そ

も
「
学
校
」
を
つ
く
る
こ
と
に
も
挑
戦
し

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
挑
戦
を
支
え

て
い
る
の
は
、
紛
れ
も
な
く
、
僕
自
身
の

こ
れ
ま
で
の
「
学
校
」
体
験
で
す
。
そ
の

中
で
、
橿
原
高
校
で
の
3
年
間
は
、
今
思

い
起
こ
せ
ば
、
様
々
な
こ
と
を
経
験
し
た

特
別
な
3
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
橿
原
高
校
で
の
3
年
間

を
振
り
返
っ
た
時
に
、
真
っ
先
に
何
が
思

い
浮
か
び
ま
す
か
？

　

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ん
だ
「
そ
れ
」
は
、

き
っ
と
自
分
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
大

切
な
何
か
で
あ
る
気
が
し
ま
す
。
ち
な
み

に
、
私
が
今
回
依
頼
を
い
た
だ
い
た
時
に
、

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、
橿
原
高

校
で
出
会
っ
た
「
人
の
顔
」
や
あ
の
時
の

「
情
景
」
の
数
々
で
し
た
。

　

例
え
ば
、「
数
学
」
の
時
間
。
メ
ガ
ネ

を
か
け
た
小
太
り
の
先
生
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し

な
が
ら
「
こ
れ
、
わ
か
る
人
〜
？
」
と
問

い
か
け
ま
す
。
そ
れ
に
、
い
つ
も
真
っ
先

に
答
え
ら
れ
る
自
分
で
い
た
か
っ
た
。
愚

直
に
学
び
ま
し
た
。
隣
に
は
、
テ
ス
ト
勉

強
の
時
間
に
な
る
と
、
い
つ
も
「
わ
か
ら

へ
ん
」
と
悩
ん
で
い
る
坊
主
の
友
達
。
彼

に
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
自
分
で
い
た
か
っ

た
が
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
予
習
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
僕
は
、
問
い
か
け
る

側
教
え
る
側
の
先
生
に
な
り
ま
し
た
。

　

思
い
出
さ
れ
る
の
は
授
業
以
外
の
情
景

も
。
毎
日
毎
日
片
道
30
分
も
歩
い
た
「
橿

高
ロ
ー
ド
」。
ク
ラ
ス
も
部
活
も
バ
ラ
バ
ラ

な
個
性
豊
か
な
男
た
ち
で
ワ
イ
ワ
イ
笑
い

を
取
り
合
い
な
が
ら
歩
い
た
こ
と
。
時
に

は
、
二
人
で
歩
き
な
が
ら
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
っ
た
こ
と
。
当
時
バ
ン
ド
を
始
め
た

ば
か
り
で
、
好
き
な
バ
ン
ド
の
音
楽
を
爆

音
で
流
し
な
が
ら
黙
々
と
考
え
ご
と
を
し

て
歩
い
た
こ
と
。
失
恋
後
の
気
ま
ず
か
っ

た
帰
り
道
（
笑
）。
毎
日
の
片
道
30
分
に

は
多
く
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
も

大
切
な
人
と
大
事
な
話
を
す
る
と
き
、
考

え
事
を
す
る
と
き
は
、
歩
き
な
が
ら
が
多

い
で
す
。

　

あ
と
、
私
に
と
っ
て
は
毎
年
の
「
文
化

祭
」
も
思
い
出
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ス
で
の
企
画
会
議
に
は
じ
ま
り
、
コ

ン
セ
プ
ト
を
決
め
て
、
毎
日
出
し
物
の
練

習
を
し
た
り
。
3
年
生
の
時
は
室
長
に
な

り
、
仲
間
と
つ
く
り
あ
げ
る
喜
び
と
い
う

か
、
た
く
ら
み
を
形
に
し
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
が
本
当
に
た
の
し
か
っ
た
。
ま
さ
に
、

「
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
の
原
体
験
の
ひ

と
つ
で
す
。
2
0
2
3
年
12
月
に
は
学
園

の
校
舎
で
手
作
り
の
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し

た
。
全
国
に
散
ら
ば
る
橿
高
の
友
人
た
ち

も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
余
興
で
一

緒
に
歌
を
う
た
い
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
橿
高
は
っ
ぴ
も
用
意
し
て
く
れ
ま

し
た
。
文
化
祭
の
そ
れ
と
全
く
変
わ
ら
ん

な
あ
と
い
う
感
じ
で
す
（
笑
）。

　

さ
て
、
私
の
思
い
出
話
は
こ
れ
く
ら
い

に
し
て
。
み
な
さ
ん
が
思
い
浮
か
ん
だ
こ

と
は
何
で
し
た
か
？

　

風
越
学
園
で
は
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

子
ど
も
の
経
験
の
総
体
」
と
定
義
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
だ

け
で
な
く
、
そ
の
他
に
、
今
も
心
と
身
体

に
残
っ
て
い
て
、
今
ま
さ
に
思
い
浮
か
ん

で
く
る
そ
の
「
何
か
」
が
、
本
当
の
意
味

で
の
「
橿
高
で
学
ん
で
き
た
こ
と
」
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ち
ゃ

ん
と
自
分
を
か
た
ち
づ
く
る
大
切
な
「
何

か
」
で
あ
る
は
ず
。

　

節
目
の
50
周
年
。
こ
れ
を
機
に
、「
橿
高
、

50
周
年
な
ん
だ
っ
て
」「
そ
う
い
え
ば
、

あ
い
つ
元
気
に
し
て
る
か
な
あ
」「
ち
ょ
っ

と
久
し
ぶ
り
に
集
ま
ら
へ
ん
？
」「
あ
あ
、

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
な
あ
」
と
、ち
ょ
っ

と
だ
け
あ
の
時
に
戻
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
何

か
、
忘
れ
て
い
た
何
か
が
そ
こ
に
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
ん
だ
か
、
久
し
ぶ
り
に
橿
高
ロ
ー
ド

を
歩
い
て
み
た
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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岡
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第
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第
1
期

大
家
　
佳
代	

第
1
期

宇
野
　
三
幸	

第
1
期

上
田
　
宗
弘	

第
1
期

小
原
喜
代
美	

第
1
期

西
川
　
宏
美	

第
1
期

藤
本
　
恭
二	

第
1
期

村
上
　
弘
美	

第
1
期

吉
川
　
弘
子	

第
1
期

牧
田
　
芳
子	

第
1
期

石
井
　
良
一	

第
1
期

杉
本
は
る
み	

第
1
期

藤
井
　
久
男	

第
1
期

小
椋
　
道
代	

第
1
期

田
原
　
完
行	

第
1
期

小
椋
　
一
秀	

第
1
期

喜
田
嘉
余
子	

第
2
期

北
村
智
映
子	

第
2
期

高
島
　
る
み	

第
2
期

豊
川
　
吉
史	

第
2
期

伏
見
多
佳
世	

第
2
期

山
地
維
久
子	

第
2
期

粉
川
佐
和
子	

第
2
期

庄
田
　
勝
亮	

第
2
期

松
石
　
増
代	

第
2
期

山
下
　
恵
子	

第
2
期

戎
谷
　
献
児	

第
2
期

木
村
　
和
美	

第
2
期

坂
爪
　
好
子	

第
2
期

竹
上
　
由
美	

第
2
期

皆
川
　
和
世	

第
2
期

吉
尾
　
　
望	

第
2
期

岩
田
由
美
子	

第
2
期

岡
　
　
正
明	

第
2
期

村
上
　
和
美	

第
2
期

岩
本
　
和
代	

第
2
期

上
野
佳
洋
子	

第
2
期

笠
松
　
雅
子	

第
2
期

竹
花
　
清
幸	

第
2
期

木
村
　
尚
代	

第
2
期

中
村
　
真
一	

第
2
期

新
　
　
秀
明	
第
2
期

喜
村
さ
よ
子	
第
2
期

高
島
　
　
工	
第
2
期

西
村
　
雅
子	
第
2
期

大
野
　
仁
美	

第
2
期

加
藤
　
理
恵	

第
2
期

仲
嶋
　
正
美	

第
2
期

長
谷
川
輝
久	

第
2
期

牧
野
具
仁
子	

第
2
期

松
本
　
信
吾	

第
2
期

三
宅
　
郁
子	

第
2
期

山
口
　
信
彦	

第
2
期

大
田
　
　
誠	

第
2
期

大
谷
　
公
人	

第
2
期

大
本
　
修
身	

第
2
期

片
川
　
明
弘	

第
2
期

亀
田
　
浩
二	

第
2
期

江
國
　
美
佐	

第
3
期

寺
田
　
和
正	

第
3
期

時
田
　
大
靖	

第
3
期

西
川
　
嘉
英	

第
3
期

野
尻
　
　
修	

第
3
期

真
加
井
利
光	

第
3
期

結
城
　
　
保	

第
3
期

辻
村
　
浩
昭	

第
3
期

今
井
　
真
子	

第
3
期

樋
浦
　
孝
浩	

第
3
期

小
西
　
博
文	

第
3
期

中
村
吉
代
茂	

第
3
期

福
山
　
麻
里	

第
3
期

植
田
　
英
樹	

第
3
期

大
谷
　
豊
勝	

第
3
期

脇
山
　
清
勝	

第
3
期

吉
田
　
浩
司	

第
3
期

千
葉
　
　
繁	

第
3
期

中
川
　
　
伸	

第
3
期

中
川
　
節
子	

第
3
期

中
橋
　
敬
代	

第
3
期

安
田
　
弘
美	

第
3
期

太
田
　
誠
子	

第
3
期

北
本
　
浩
規	

第
3
期

伏
見
　
智
子	

第
3
期

山
田
　
法
子	

第
3
期

渡
辺
恵
美
子	

第
3
期

須
田
　
　
整	

第
4
期

福
田
　
誠
也	

第
4
期

葛
城
　
粛
央	

第
4
期

冨
田
　
正
行	

第
4
期

林
　
　
秀
光	

第
4
期

片
山
　
克
彦	

第
4
期

島
岡
　
篤
子	

第
4
期

西
岡
　
英
雄	

第
4
期

廣
嶋
香
都
美	

第
4
期

松
本
　
晶
子	

第
4
期

大
田
　
敦
子	

第
4
期

神
谷
　
和
彦	

第
4
期

里
田
　
良
子	

第
4
期

高
見
　
真
理	

第
4
期

山
崎
　
誠
一	

第
4
期

岡
村
　
啓
司	

第
4
期

門
間
　
秀
光	

第
4
期

仲
谷
　
之
克	

第
4
期

永
原
　
治
郎	

第
4
期

藤
永
　
充
弘	

第
4
期

松
井
　
康
守	

第
4
期

上
林
佐
妃
子	

第
4
期

岡
田
　
由
江	

第
5
期

曽
根
　
英
隆	

第
5
期

赤
木
真
裕
美	

第
5
期

石
田
　
正
直	

第
5
期

岩
田
　
浩
充	

第
5
期

坂
上
　
義
次	

第
5
期

中
川
　
兼
治	

第
6
期

西
田
　
勝
美	

第
6
期

島
中
　
　
毅	

第
6
期

辻
本
　
育
宏	

第
6
期

池
田
　
陽
子	

第
6
期

浅
井
　
聡
子	

第
6
期

樋
浦
　
義
浩	

第
6
期

森
嶌
　
美
穂	

第
6
期

今
西
　
裕
子	

第
6
期

高
岡
　
美
加	

第
6
期

仲
本
　
和
史	

第
6
期

殿
村
美
栄
子	

第
6
期

鎌
田
　
敏
式	

第
7
期

藤
原
　
孝
雄	

第
7
期

森
本
　
　
章	

第
7
期

服
部
　
元
信	

第
7
期

小
川
　
博
樹	

第
7
期

池
田
由
美
子	

第
7
期

田
島
満
里
子	

第
7
期

丸
山
　
正
俊	

第
7
期

浅
野
　
勝
佳	

第
8
期

宮
脇
　
　
渉	

第
8
期

峯
川
健
太
郎	

第
8
期

宗
川
　
浩
士	

第
8
期

増
山
　
和
樹	

第
8
期

安
井
　
清
介	

第
8
期

上
田
　
麻
子	

第
8
期

中
垣
　
雅
之	

第
8
期

白
波
瀬
　
文	

第
8
期

井
阪
　
　
茂	

第
8
期

鍛
治
　
　
毅	

第
8
期

西
岡
　
正
朝	

第
8
期

秦
　
　
昌
宏	

第
8
期

堀
川
　
善
弘	

第
9
期

南
　
　
勝
清	

第
9
期

吉
村
　
秀
広	

第
9
期

下
村
　
和
成	

第
9
期

喜
多
　
学
志	

第
10
期

小
西
　
国
雄	

第
10
期

山
口
多
恵
子	

第
10
期

池
田
　
幸
司	

第
11
期

松
岡
亜
麻
登	

第
11
期

森
脇
　
三
浩	

第
11
期

安
部
　
隆
幸	

第
11
期

安
部
　
直
子	

第
11
期

角
田
　
泰
史	

第
11
期

榎
本
佳
代
子	

第
11
期

藤
原
香
世
子	

第
11
期

喜
多
　
昭
夫	

第
11
期

梅
田
　
千
恵	

第
11
期

神
谷
　
明
子	

第
11
期

山
下
　
友
紀	

第
11
期

下
村
　
憲
博	

第
12
期

東
　
　
昭
嘉	

第
12
期

安
井
　
隆
豊	

第
12
期

坂
本
　
香
織	

第
12
期

小
西
　
祥
幹	

第
12
期

藤
田
　
美
紀	

第
12
期

森
脇
　
寿
雄	

第
12
期

米
田
　
知
昭	

第
12
期

萩
原
　
隆
博	

第
12
期

那
須
永
美
子	

第
13
期

渡
辺
　
真
弓	

第
13
期

長
田
　
　
智	

第
13
期

辻
　
加
奈
子	

第
13
期

寺
内
　
興
乗	

第
13
期

福
田
　
圭
代	

第
13
期

山
内
　
　
浩	

第
14
期

戸
浦
　
　
延	

第
14
期

松
田
　
栄
司	

第
14
期

橋
詰
　
由
治	

第
14
期

大
西
恵
美
子	

第
14
期

丹
羽
　
修
一	

第
14
期

吉
川
　
孝
次	

第
14
期

枩
本
　
章
宏	

第
15
期

本
多
　
勝
利	

第
15
期

野
本
　
恵
子	

第
15
期

高
橋
　
洋
子	

第
15
期

藤
井
　
容
子	

第
15
期

和
田
美
年
子	

第
15
期

久
保
田
有
紀	

第
16
期

鈴
木
　
寿
昭	

第
16
期

木
村
　
宗
博	

第
17
期

中
村
　
恵
暢	

第
17
期

西
尾
　
鉄
也	

第
17
期

中
井
　
哲
士	

第
17
期

湯
川
　
　
智	

第
17
期

吉
田
　
延
博	

第
17
期

小
野
　
　
仁	

第
17
期

松
野
　
小
倫	

第
17
期

横
山
　
　
豊	

第
17
期

中
川
　
寛
代	

第
17
期

猪
口
　
祐
子	

第
17
期

井
口
　
泰
典	

第
18
期

柳
　
　
智
之	

第
18
期

西
籔
　
太
作	

第
18
期

下
林
　
　
妙	

第
18
期

竹
田
　
　
亨	

第
18
期

今
西
　
智
資	

第
19
期

田
中
ゆ
か
り	

第
19
期

柏
原
　
健
士	

第
19
期

林
田
　
香
織	

第
19
期

有
馬
美
代
子	

第
19
期

田
中
　
高
顕	

第
19
期

髙
津
　
　
望	

第
19
期

小
笠
原
満
梨
衣	

第
19
期

井
上
　
栄
次	

第
20
期

小
西
　
史
顕	

第
20
期

宮
浦
　
秀
子	

第
20
期

山
崎
　
誠
一	

第
20
期

尾
中
　
孝
昭	

第
20
期

島
田
　
明
弘	

第
21
期

松
本
あ
か
り	

第
21
期

安
井
　
　
渚	

第
21
期

和
田
嘉
奈
子	

第
21
期

甲
斐
　
健
太	

第
22
期

神
田
　
悠
子	

第
22
期

山
本
　
美
樹	

第
23
期

萬
世
　
久
美	

第
23
期

田
仲
　
久
美	

第
24
期

髙
橋
　
由
佳	

第
25
期

川
原
　
奈
帆	

第
25
期

中
辻
　
昭
宏	

第
25
期

長
見
　
圭
祐	

第
26
期

藤
田
　
朋
仁	

第
26
期

東
野
　
至
宏	

第
26
期

福
嶋
　
友
里	

第
26
期

本
山
　
茂
伸	

第
26
期

岡
本
　
浩
爾	

第
26
期

和
田
　
啓
作	

第
27
期

松
村
　
一
宏	

第
27
期

牧
田
　
　
萌	

第
27
期

西
口
　
寛
一	

第
27
期

西
浦
　
弘
祐	

第
28
期

奥
野
　
貴
久	

第
28
期

福
迫
　
　
司	

第
29
期

上
杉
　
量
子	

第
29
期

岩
本
　
彩
希	

第
29
期

小
椋
　
由
樹	

第
29
期

宮
下
　
優
衣	

第
30
期

河
野
　
智
子	

第
30
期

上
野
　
菜
央	

第
31
期

辻
本
　
大
樹	

第
34
期

柳
澤
　
一
喜	

第
34
期

晒
谷
　
　
瞳	

第
35
期

久
野
奈
生
子	

第
36
期

柳
澤
　
　
優	

第
36
期

生
嶋
　
真
暉	

第
38
期

大
西
　
伶
奈	

第
38
期

伴
野
　
杏
奈	

第
38
期

松
田
　
　
光	

第
38
期

大
倉
　
聖
樹	

第
39
期

上
田
　
直
樹	

第
39
期

吉
村
　
彩
香	

第
39
期

中
川
　
智
加	

第
40
期

松
田
　
宥
也	

第
41
期

岡
田
　
大
和	

第
42
期

泉
井
　
日
向	

第
42
期

小
西
　
柊
哉	

第
42
期

杉
田
　
敬
一	

第
42
期

中
川
　
隆
大	

第
43
期

藪
下
　
嘉
昴	

第
43
期

植
田
　
翔
天	

第
43
期

鍵
本
　
葉
月	

第
44
期

上
野
　
尚
輝	

第
45
期

水
本
　
翔
太	

第
45
期

東
　
　
優
菜	

第
45
期

藤
本
　
彩
矢	

第
45
期

丸
山
　
雄
平	

第
45
期

植
田
　
凪
咲	

第
46
期

松
村
珠
羽
香	

第
46
期

山
口
　
姫
奈	

第
46
期

令
和
5
年
度
　
50
周
年
記
念
事
業
募
金
入
金
者
（
敬
称
略
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

34期生
片　岡　利　允

今
、思
い
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
は
？
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47
期
生

同
窓
会
幹
事名

簿

学
年
代
表

　

１
組

　
　
安
田
　
絃
起

学
年
副
代
表

　

３
組

　
　
三
浦
経
仁
郎

　

６
組

　
　
小
南
　
理
菜

ク
ラ
ス
代
表

　

１
組

　
　
中
房
　
俊
介

　
　
字
原
　
歩
美

　

２
組

　
　
伊
藤
遼
太
郎

　
　
丸
谷
　
知
楓

　

３
組

　
　
鍋
谷
　
優
太

　
　
西
川
　
由
唯

　

４
組

　
　
水
野
　
春
希

　
　
井
上
　
　
新

　

５
組

　
　
山
本
　
凌
平

　
　
新
野
り
ょ
う

　

６
組

　
　
庵
地
　
大
貴

　
　
髙
添
　
真
子

　

７
組

　
　
門
　
詩
歩
乃

　
　
嶋
越
　
悠
真

　

８
組

　
　
山
口
美
莉
愛

　
　
鍛
冶
　
陽
輝

放送部   
　�３年　鍋谷優太
　第70回NHK杯全国高校放送コンテスト　テレビドキュメント部門
　令和５年７月24日～ 27日　東京都
日本拳法部   
　３年　中野賀世、小倉かこ、関本心音、柴田沙和
　２年　堀川遥斗、喜夛翔星、松田昇太郎、安田成、鶴田望、北ロ理心、岩田友葵
　　　　駒井寧々、森本香菜、逸﨑美乃
　１年　澤光翼、柘植陽斗、河西健流、辻川直登
　第68回全国高等学校日本拳法選手権大会　　令和５年７月29日～ 30日　福岡県
　２年　堀川遥斗、喜夛翔星、松田昇太郎、安田成、鶴田望、逸﨑美乃、森本香菜
　　　　駒井寧々、北ロ理心、岩田友葵
　１年　柘植陽斗、河西健流、辻川直登、澤光翼、小谷泰雅、角井ほのか
　　　　杉本奈菜子、西田舞花、米倉愛菜
　第28回全国高等学校日本拳法選抜大会　　令和６年３月23日～ 24日　大阪府
弓道部   
　３年　谷ロ光希
　第68回全国高等学校弓道大会　　令和５年８月３日～６日　北海道
書道部   
　３年　森本初美
　第47回全国高等学校総合文化祭　　令和５年８月２日、３日　鹿児島県
吟詠剣詩舞部   
　２年　吉川未紗
　１年　瀬山結、夛田陽向子、松本きよら、佐野和奏、仲田ひかり、細田七星
　　　　米田あおい
　第47回全国高等学校総合文化祭　　令和５年７月31日　鹿児島県
囲碁・将棋部   
　２年　小平なゆた
　第47回全国高等学校総合文化祭　兼　第59回全国高等学校将棋選手権大会
　令和５年８月３日～４日　鹿児島県
水泳部   
　１年　上西ひより
　特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」　　令和５年９月22日　鹿児島県
陸上部   
　２年　堀口涼愛
　特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」
　令和５年10月13日～ 17日　鹿児島県
　２年　幸地琉生、堀ロ涼愛
　JOCジュニアオリンピックカップ　第17回U18陸上競技大会
　令和５年10月20日～ 22日　愛知県
卓球部   
　２年　辻隼人
　天皇杯・皇后杯2024年全日本卓球選手権大会　ジュニアの部
　令和６年１月22日～ 24日　東京都
　第63回大阪国際招待卓球選手権大会（全国オープン）ジュニア男子
　令和６年２月17日～ 18日　大阪府
　TOKYO　OPEN　2024　第76回東京卓球選手権大会　ジュニアの部
　令和６年３月５日　東京都
少林寺拳法部   
　１年　杉本光
　第27回全国高等学校少林寺拳法選抜大会　　令和６年３月22日～ 24日　香川県

令和６年度
（2024年度）

入 試 の 主 な

進 路 結 果

人 事 異 動

国立大学　10 公立大学　6
大阪教育　2　　和歌山　2　　愛媛　2 大阪公立　２　　奈良県立医科　２
三重　奈良教育　鳥取　高知 奈良県立　　高知県立
関西大学� 46 関西学院大学� 8 同志社大学� 23 立命館大学� 5
近畿大学� 93 龍谷大学� 86 畿央大学� 55 摂南大学� 52
同志社女子大学� 20 大阪工業大学� 12 早稲田大学� 2 北里大学� 2
兵庫医科大学� 2 青山学院大学� 京都薬科大学� 大阪医科薬科大学�

◆ 退職・転出された先生方
氏　名 教　科 新 所 属

吉　田　　　敦 校 　 長 退職
荒　木　敏　行 教　　頭 御所実業高等学校（教頭）
中　森　　　徹 保健体育 高等養護学校（教頭）
上　野　道　裕 保健体育 退職
湊　　　葉　子 養護教諭 添上高等学校
山　本　泰　子 国　　語 退職
塩　谷　仁　嗣 英　　語 添上高等学校
田　中　真理亜 国　　語 法隆寺国際高等学校
梶　本　真　未 地歴公民 青翔高等学校
三　枝　ひ　な 数　　学 退職
大　門　将　弥 理　　科 青翔高等学校
紺　谷　孝　由 保健体育 奈良南高等学校
小　野　弥　生 英　　語 畝傍高等学校
西　川　瑞　歩 英　　語 大和中央高等学校（昼）
森　安　真紀子 養護教諭 退職
西　垣　恵美子 事務係長 二階堂養護学校

◆ 転入された先生方
氏　名 教　科 前 所 属

山　内　祐　司 校 　 長 教育次長
森　田　純　司 教　　頭 高校の特色づくり推進課
小宮山　　　洋 国　　語 郡山高等学校
香　美　秀　一 国　　語 二階堂高等学校（校長）
阪　口　哲　平 数　　学 御所実業高等学校
森　島　邦　佳 理　　科 奈良高等学校
中　本　利　子　 保健体育 添上高等学校
牧　野　剛　士 保健体育 西和清陵高等学校
眞　田　右　京 地歴公民
一ノ瀬　直　美 養護教諭
田　端　志吉子 英　　語 香芝高等学校
森　中　恒太郎 理　　科 大和広陵高等学校
大曽根　由美子 英　　語 高田高等学校
池　田　　　萌 養護教諭
吉　川　克　宏 保健体育 桜井高等学校
森　家　みね子 事務係長 吉野土木事務所

編
集
後
記テント

2024年は創立50周年。あれから
もう50年？ホンマかいな？
気持ちはまだまだ未成年！？と、1
期生のヒトリゴト…。
皆様の「想い出」の投稿お待ちし
ています。
「同窓会の報告や案内」もこのHP
をお使い下さいね。
	 １期生　M−３

全国大会出場部活動

卒 業 生 の 寄 贈
卒業記念として下記のものを
寄贈しました。
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橿原高校創立50周年を迎えます
11月の行事に向け、生徒の皆さんにより「ロゴマーク」と「スローガン」が決まりました！

どこも KASHIKO も
笑顔いっぱい

令和６年 橿原高等学校創立50周年

創立50周年記念事業に向けて
� 皆様へのお願い
皆様にはいつも賛助金へのご理解を賜り、振り込みを頂
いておりますこと、誠にありがとうございます。
さて、今年度は創立50周年を迎えます。同窓会として
も、在校生の皆様と教職員の方々と準備を進めていると
ころです。
そこで、会報誌第38号に同封されています振込用紙につきましては、今号まで「創立50周年記念事業募金」に項目を
改めさせて頂きたいと思います。
何卒ご理解を賜りご協力を宜しくお願い申しあげます。

同窓会から「会報誌HP配信」と「会報誌郵送停止」のお知らせ
皆様には永らく会報誌「橿友」のご購読を頂き、ありがとうございました。
創立50周年記念に向けて同窓会ホームページの開設を協議し、昨年よりご覧頂けるようになりました。まだまだ内容
的には未熟ですが、令和７年度（2025）「橿友第39号」より、紙面郵送を止めて、HPからの配信に切り替えたいと思い
ます。
各コーナーの情報提供をお待ちしております。

同窓会名簿発行のお知らせ
50周年記念事業の一環として、「橿友会名簿」を作成します。
発行には慎重な声も聞かれますが、同窓会活動のお知らせや発展には定期的なデータ整理と名簿発行は必要不可欠
なものです。
名簿作成に関しましては、個人情報保護法に基づいたデータ管理を、約50年の実績がある専門会社㈱サラトさんに委
託しております。
橿友会とは密接に連携して作業に取り組んでいますのでどうぞご安心下さい。
詳しくは８月頃に「名簿発行のお知らせ・往復ハガキ」が届きますので、ご記入頂き、返信をお願いします。
令和７年５月～６月頃の発行予定をしています。


